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「 自然は，数や 数関係によって 説明される 」

ピタゴラスの言う『 数 』と，現代人の思う『 数 』は，まったく 別物です。

　　『 数(すう)』とは，2 , 3 , 4 , ・・・ です。　( ← あれ？　1 が 無いよね？ )

　　『 数関係 』とは,「 比 (ひ)」のことです。　現代では 3：2 などの ことです。

現代では，3：2 の「：」は「÷」と同じ意味です。

だから，↓下の 4 つは 同じものと，思っていいですよ。

↑これ自体が，現代でも通用する「真理」なのでしょうね。

現代科学は, 数学を使って 宇宙の謎の多くを, 解明し続けていますから。

ピタゴラスは，後世の思想に 影響を与える, 最高の 大発見を していたのです。

「 数を 使えば, 自然を 理解できる 」という 発想を 持ったのは，

このピタゴラスが 人類初だと いわれています。

「 に ぶんの さん 」

「 さん わる に 」

「 さん たい に 」

「 いち てん ご 」

3：2　， 3 ÷ 2　， ， 1.5
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「 3 オーバー 2 」でも いいよ

現代では，比も 分数も 小数も 『 数 』ですが，

ピタゴラスは これらを『 数関係 』と呼び，『 数 』ではない，と しました。

そして，ギリシャの文化では『 1 は 数 ではない 』というのが，常識でした。

「 1＋1で 2 などを つくり出す 1 は, 『数のモト』である」から だそうです。

「 数を つくり出すものは，はたして 数 なのか？」と，悩んで しまった末に,

古代のギリシャ人は,『数のモト』を「 数では ない 」と，考えたのでした。

1.5 は，小数と 呼ばれます。

は，分数と 呼ばれます。
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ところで，
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さて，ここで，「線」を イメージしてみて ください。

曲がった線でもいいですが，まっすぐな線,『直線 (ちょくせん)』にしましょう。

両端のある直線にしましょう。現代では『線分 (せんぶん)』と いいます。

ここでは，それを 単に『線』ということにしますね。

線には，長さがあります。15 センチ とか。単に 15 といってもいいでしょう。

また，線は，点が並んでで できています。(信じますか？)

15 センチの線には，点が何個あるの？　→　それはやっぱり 無限個でしょう。

10 センチの線には，点が何個あるの？　→　それもやっぱり 無限個でしょう。

じゃあ，どっちの点が多いの？　→　それはやっぱり 15 センチの線でしょう。

無限と無限をくらべていいの？　→　もちろん いいでしょう。

というのが，ピタゴラスの考え方でした。

何いってるの？　と，思うかもしれませんが，ピタゴラスは こう 考えました。↓

15 センチの線にある点の個数と, 10 センチの線にある点の個数を くらべたいなら

( もちろん, 3：2 と同じだよ )

( 15 センチの線にある点の個数 ) ： ( 10センチの線にある点の個数 )

という数関係, つまり「比(ひ)」を考えれば よいのでは ないか？

　この，( 無限コ )：( 無限コ ) は，何なのだろう？

おそらく，ふたつの 長さの比，( 15 センチ )：( 10センチ ) の, 15：10 だろう。

　{ 点が 無限に 集まると ・・・・ 線に なるとか ならんとか ・・・・}
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直径が 1 センチの 玉 を, 15 コ並べたものと，10 コ並べたものを 比べてみれば，

長さの比の 15：10 も，玉のコ数の比の 15：10 も，まったく同じ 比 ですね。

ピタゴラスは，「点」が無限に並んでいても, 同じことだろう，

というか，同じことに なってほしい，

いや，同じことに なるはずだ，

などと，思いめぐらして，結局，

　　　　　　　「点」が無限に並んでいても, 同じことなのだ。

と，言い切って しまった のでした。

↑　そんな 気がする？　しない気もする？　

でも ピタゴラスは「 教祖 (きょうそ) さま」です。　彼が「 だ よ ね ？ 」と 言えば,

仲間たちも「だ～よね～」と 言うしか なかったのでした・・・(かもしれない)。
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『あの人が 言うのだから』という理由だけで，

なんでも かんでも 言いなりに なってしまう 愚 (ぐ) は，

得てして「とんでもない事態 」を, 引き起こして しまう ものです。

この時, ピタゴラスと 仲間たちは, まだ 気付いて いなかったのです。

自分達が，シャレにならない 大失敗を していたことに。

ちなみに，

「くらべる」を，漢字では「比べる」,「較べる」,「競べる」と書いたりします。

15：10 などの「比(ひ)」という概念は,「くらべる」という意味 そのまんまです。


